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『認知症に関する今の問題とサポートセンターの紹介』 

   

 今回は、みどりの風南知多病院 仲秋秀太郎医師に「認知症に関する今の問題とサポートセンター
の紹介」をテーマに講演していただきました。 
 

 講演の前半は「新型コロナウイルスと認知症、介護者について」、後半は「認知症と医療機関に相談
するときのポイント」についてお話いただきました。 
 

 前半は、新型コロナウイルスの感染拡大防止策が認知症の患者と介護者に与える影響についてお
話頂き、「3密」の回避が認知症のBPSDの悪化に影響を与えていることをご説明いただきました。 
 

 後半は、認知症の種類、症状、医療機関への相談のタイミングと相談の時に伝えるポイントをお話い
ただきました。特に、要介護者と介護者それぞれの24時間の行動を記録することで、要介護者の症状
悪化の時間帯や介護者の負担がわかるお話は参加者の方からも参考になったとのご意見を多数い
ただきました。 
 

 今回、新型コロナウイルス感染拡大の影響により、研究会初のオンラインでの開催となりました。参
加機関は21施設で介護施設、医療機関、行政機関など多くの方にご参加いただきました。慣れないな
かでの開催ではありましたが、今後の開催の幅が広がる可能性を感じました。  
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